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1. 研究開発の背景・内容(課題など)

第7次エネルギー基本計画（2024年）

ⅴ．2040年に向けた政策の方向性
「地域の特性を活かした太陽熱、地中熱、バイオマス熱、雪氷熱、温泉熱、海水
熱、河川熱、下水熱等の再生可能エネルギー熱をより効果的に活用していくこと
も重要である。」
「太陽熱、地中熱、雪氷熱、温泉熱、海水熱、河川熱、下水熱等の再生可能
エネルギー熱について、熱供給設備の導入支援を図るとともに、複数の需要家群
で熱を面的に融通する取組への支援を行うことで、再生可能エネルギー熱の導入
拡大を目指す。」

事業概要
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1. 研究開発の背景・内容(課題など)
（１）再生可能エネルギー熱の面的利用に適した熱源水ネットワーク構築技術の開発
① 社会実装可能な再エネ熱面的利用システムの要件整理

・熱の面的利用を行う場合、建物の建築タイミングがまちまちであり、一体的な熱利
用計画が困難であること、熱供給を行うための熱導管の敷設コスト等の初期負担が
大きく、経済合理性に課題が残る。

・「再エネ熱の面的利用システム」の開発の方向性を定めるため、日本における「熱の
面的利用事例」調査を行うとともに、 第5世代のエネルギーネットワーク構築が先
行しているヨーロッパで事例調査を行い、社会実装可能な再エネ熱の面的利用シス

テムの要件を整理する。

第5世代エネルギーネットワーク事例（欧州）

ホテル棟
事務所棟

商業施設

ETH Hönggerbergキャンパス

事業概要

3再エネ熱の面的利用における熱源水ネットワーク
（2～3棟程度の複数熱需要家を想定）

2～3棟程度の複数熱需要家の事例
（東京イースト21・当社設計施工） 出典：.https://doi.org/10.1002/ente.202200749



1. 研究開発の背景・内容(課題など)

複数熱需要家の熱負荷特性（月別負荷パターン）の一例再エネ熱の面的利用効果検討手法の基本構成
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（１）再生可能エネルギー熱の面的利用に適した熱源水ネットワーク構築技術の開発

②再エネ熱の面的利用に適した熱源水ネットワークの構築技術と最適運転
手法の開発

・2024年度から2026年度にかけて、一定規模のコミュニティ内の複数の熱
需要家を想定し、種々の熱供給源、蓄熱設備を結ぶ熱源水ネットワークを構築
し熱融通を行うシステムの構築技術と最適運転制御手法を開発する。

③ 再エネ熱の面的利用効果の定量評価

・2024年度から2025年度にかけてスケールメリットを活かした再エネ熱の面的
利用システムの導入効果の評価手法を開発。
・2026年度から2028年度にかけてケーススタディを実施し、複数需要家の熱
負荷特性を想定した上で、１）単一熱需要を行った場合、２）複数の熱需要家間
で熱融通を行った場合の省エネ及びCO₂排出量削減量を算定

事業概要
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1.研究開発の背景・内容(課題など)

（2）再エネ熱対応ヒートポンプシステムの制御高度化技術の開発

再エネ熱面的利用のような大規模システムでは、ヒートポンプおよび水ポンプの搬送動
力を含むシステムのエネルギー効率の僅かな違いが量的な導入効果に大きく影響する。
そこで、再エネ熱面的利用システムを想定した高度制御技術を開発する。

クラウドを用いた再エネ熱システムの高度制御技術 再エネ熱システムの高度制御アルゴリズムの一例

事業概要
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2 研究開発実施体制

実施体制

NEDO

鹿島建設株式会社
・研究実施場所 飛田給研究センター及び
西調布実験棟（東京都調布市）
・研究項目
再生可能エネルギー熱の面的利用に適した
熱源水ネットワークの構築技術の開発

研究開発統括責任者
鹿島建設株式会社
        塩谷 正樹

国立大学法人 北海道大学
・研究実施場所
北海道大学（北海道札幌市）
・研究項目
再エネ熱の面的利用効果検討手法の
開発

国立大学法人 東京大学
・研究実施場所
東京大学生産技術研究所（東京都目黒区）
・研究項目
再エネ熱対応ヒートポンプシステムの制御
高度化技術の開発

共同実施先 共同実施先
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3．研究開発の進捗・予定
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研究開発項目
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（１）面的熱利用に適した熱源
水ネットワーク構築技術の開発

①社会実装可能な再エネ熱面的
利用システムの要件整理

②面的熱利用に適した熱源水ネッ
トワークのモデル構築と運用方法の
開発

②面的熱利用システムの導入効果
の評価手法開発
（共同実施先：北海道大学）

（２）熱源水ネットワークシステム
の高度制御技術の開発
（共同実施先：東京大学）

XAI手法の適用

遠隔制御用クラウド構築

AI制御ロジック構築と実装

文献調査

欧州調査と要件整理

ケーススタディ

評価ツールプロトタイプ

評価ツール完成

研究開発スケジュール
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中間評価

予定 実績



3．研究開発の進捗・予定（2024年度）

面的熱利用モデル

LCEMを用いて熱源水ネットワーク（シングルループ型）のモデル構築と
試算を実施。

LCEM計算モジュール 各建物でのエネルギー消費量内訳

エリア全体の熱負荷

成果・進捗概要
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3．研究開発の進捗・予定（2024年度）
リアルタイムで最適な運転条件を決定する高度制御技術開発の一環
で、再熱利用ヒートポンプシステムの運転データの計測環境をクラウド上
で構築
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3．研究開発の進捗・予定（2025年度）

調査目的：第5世代のエネルギーネットワーク構築が先行しているヨーロッパで事例調査
を行い、社会実装可能な再エネ熱の面的利用システムの要件を整理する。

調査工程案：2025年9月14日～9月23日
デンマーク→スウェーデン→デンマーク→フィンランド

アールト大学
（フィンランド）

ectogridTM at 
Medicon Village
（スウェーデン）

Embassy of 
Sharing
（スウェーデン）

成果・進捗概要
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出典：Medicon Village: Using 
energy efficiently with ectogrid

出典：Embassy of Sharing -
検索 画像

出典：アールト大学 -検索 
画像

出典：北ヨーロッパ - Google マップ

https://www.eon.com/en/business-customers/success-stories/medicon-village.html
https://www.eon.com/en/business-customers/success-stories/medicon-village.html
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=2CLIBVtt&id=F08D83CA966EEBBC889AA43C4592AFBB52DB0A14&thid=OIP.2CLIBVttJovUYynP2LOYTgHaEK&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.granitor.se%2fglobalassets%2fqbank%2fembassy-of-sharing-oversiktsbild-668069845fba859843e72558a52dccc1bca7.jpg%3fwidth%3d992%26format%3djpg%26quality%3d75&exph=558&expw=992&q=Embassy+of+Sharing&simid=608024017126909147&FORM=IRPRST&ck=F729FA3FA2BA45DE1EDEEA4B127DB672&selectedIndex=0&itb=0&ajaxhist=0&ajaxserp=0
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=uqoFst3T&id=0D0361413D1019F1206E02022994C2ADC0082048&thid=OIP.uqoFst3TrnKbeVHgfDHgUgHaEm&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.hilife.or.jp%2fwordpress%2fwp-content%2fuploads%2f2022%2f05%2f%e5%9b%b31.jpg&exph=1225&expw=1973&q=%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%ab%e3%83%88%e5%a4%a7%e5%ad%a6&simid=608014301896072747&FORM=IRPRST&ck=9F9C4D4781D24084BAE9FD73D9E7D9D9&selectedIndex=1&itb=0&ajaxhist=0&ajaxserp=0
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=uqoFst3T&id=0D0361413D1019F1206E02022994C2ADC0082048&thid=OIP.uqoFst3TrnKbeVHgfDHgUgHaEm&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.hilife.or.jp%2fwordpress%2fwp-content%2fuploads%2f2022%2f05%2f%e5%9b%b31.jpg&exph=1225&expw=1973&q=%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%ab%e3%83%88%e5%a4%a7%e5%ad%a6&simid=608014301896072747&FORM=IRPRST&ck=9F9C4D4781D24084BAE9FD73D9E7D9D9&selectedIndex=1&itb=0&ajaxhist=0&ajaxserp=0
https://www.google.com/maps/place/%E5%8C%97%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91/@61.131482,7.807649,6.2z/data=!4m6!3m5!1s0x4604f9cd7bd405cd:0x14a5068df93535e8!8m2!3d62.2786475!4d12.3401709!16zL20vMDE1MzF2?hl=ja&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDYwMy4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


4．研究開発の進捗・予定（2025年度）

面的熱利用モデル

LCEMを用いた面的熱用システム評価ツールの完成とケーススタディを実施。

LCEM計算モジュール

【2025年度（～2026年度）】
一定規模のコミュニティ内に存在する複数
の熱需要家を対象に、その熱需要特性、
再エネ熱種類（地中熱、太陽熱など）、
設備機器特性、さらには、熱源水ネット
ワーク形態（温度レベルの異なるダブル
ループ）が考慮できる評価ツールを完成。

【（参考）2027年度～2028年度】
①単一熱需要を行った場合、②複数の
熱需要家を結んで熱需要網を構築し、
熱融通を行った場合の省エネ効果及び
CO₂ 排出量削減量を算定。

成果・進捗概要
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4．研究開発の進捗・予定（2025年度）

クラウドで収集した運転データをもとにAI等を用いた最適運転制御ロジックの構築と実証

成果・進捗概要
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ご清聴ありがとうございました
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